
神経生理研究部門

久保田責 ･/川島祥三 ･三上章允 ･.松村道一

研究概要

1)前頭連合野における条件づけ形成の神経機

構の研究

久保田競

祝光刺激を手掛かりにして,GO/NO-GO課題

を学習する経過のニューロン活動を解析し,手掛

かりと反応との連合が前頭前野で成立すると考え

られろデータを既に出しているが,これを更に裏

付けるデータを集め続けている｡反応に特異的に

働くニューロン活動が,どのように成立するよう

になるかを解析した｡

2)rJTJ頭菜の行動抑制のメカニズムの研究

久保田競 ･三上孝允 ･大石高生

祝光刺激を手掛かりにして,GO/NO-GO課題

を行わせ,前頭前野弓状域及び運動前野にビクク

リンを局所注入すると行動の抑制が障著されるこ

とが解 り,GABA抑制ニューロンが行動抑制に閑

迎しているという仮説を表付けるデータを集めつ

つある｡

8)前頭葉の神経伝達物質の役割

久保田競 ･松村道一 ･沢口俊之 ･川島隆太1)

GO/NO-GO課題に関連する前頭前野補足運動,

iL鋤前野,運動野のニューロン活動に対するGABA

やそれらの阻害剤などの効果を調べた｡

4)マントヒヒの前頭葉の機能と解剖の研究

久保田競 ･渡辺京子2)･有国富夫3)

マカクザルとヒヒの前頭葉の働きと構造を比較

する｡まず,マントヒヒで前頭前野,運動前野と

迎動野の細胞構築をニッスル標本で,お互いの線

維迎給をH早P法で調べ,解剖学的階層性をマカ

クザルと比較した｡マカクとヒヒでは,前頭前野

内の階屈性が違っていた｡マカクでは46野と8野

は同等であったが,ヒヒでは46野の方が8野より

上位となった｡

5)詔長類の聴覚と音声の行動的,生理学的研

究

小嶋祥三

チンパンジーとニホンザルの聴覚の基本特性(刺

激臥 周波数及び強度弁別闘)の測定を行うとと

1)Bi北大学抗酸菌研,大学院生

2)技術補佐員 3) 日大医学部

もに,亀田,鎌田(北大 ･歯 )と共同して,聴性

脳幹反応,鴫電図を記録し,行動的測定結果との

対応をみた｡音声知覚については,チンパンジー

で声道の正規化,閉鎖子音のカテゴリカル知覚な

どを検討した｡さらに,チンパンジー乳児の音声

の分析を進めている｡

6)顔の識別と記憶の脳内機構の研究

三上孝允 ･中村克樹一)

顔の識別と記憶の脳内機構を調べる目的で,顔

の維持弁別課題遂行時に,上側頭滞および扇桃核

からニューロン活動を記録し,呈示した顔の写真

の種類とその行動的条件とニューロン活動の関係

を解析した｡

7)運動祝能力の発達と系統進化の研究

三上孝允 ･久保田競 ･藤田和生5)･長田任久6)

運動祝能力の発達と系統進化の過程を調べるこ

とを目的として,生後第 1日目から3カ月齢のサ

ルと3歳のサル,ヒト成人で縞模様の動きの知覚

できる下限のスピードを調べた｡

8)自発運動の開始に先行する前頭柴ニューロ

ンの活動について

松村道一 ･川島隆太 ･沢口俊之1)･久保田競

アカゲザルが自発的にレバー押しを開始する時

のニューロン活動を,運動野 ･運動前野 ･補足運

動野より記録した｡その結果運動に先行する活動

は,補足運動野で最も早く出現し,続いて運動前

野,運動野の頓に出現することがわかった｡

9)行動の抑制に関係する前改築ニューロン活

動とCABAシステムについて

松村道- ･川島隆太 ･沢口俊之 ･久保田競

行動の抑制のメカニズムを研究するために,サ

ルにGO/NO-GO課題を行わせ,運動野 ･運動前

野 ･補足運動野よりニューロン活動を記録した｡

その結果,運動前野のニューロンの20%は,GABA

抑制によってNO-GO時の活動が抑制されており,

行動の抑制と関係していることがわかった｡

10)利き手と脳の進化の研究

久保田競

利き手と脳の関係がどの様に進化していくかの

研究を開始した｡マカク属サルの利き手を決める

ため,個室ケージで飼育されている研究所円のサ

ル59頭で,手で餌をつまんで口の中へ入れるのに

4)大学院生 5)心理研究部門助手

6)立教大文学部 7)学振特別研究員
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使う手を決めるテス トをした｡その結果.有意に

右手を好んで佼う傾向があるが,卯を田く場所に

よって利き手の頗皮が変わった｡餌符がケージの

左側 (サルにとって左 )にあるためらしい｡
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心理研究部門

壷伏靖子 ･松沢哲郎 ･藤田和生 l)

研究概要

1)チンパンジーの図形語による記述行動の分

析 2)

室伏靖子 ･松沢哲郎

チンパンジー(アイ)は.異なった背景や配置

で現れる3人の動画のだれがだれに近づいたかを.

語順によって.,〔主体名 ･近づく･客体名 〕と表

現することができた｡

2)チンパンジーにおける数の概念の形成

室伏靖子 ･松沢哲郎 ･板倉昭二3)

チンパンジーの数の同定(マッチング)の学習

が,アラビア数字(1-7)およびタッピング(1

-5)を用いて進行し.形 .也 .大きさが異なる

物の混合パタンに対して般化した｡

3)チンパンジーにおける刺激等価性の接待に

関する実験的分析一)

室伏靖子 ･松沢哲郎 ･藤田和生

ヒトの言語の重要な一側面である刺激等価性の

成立を規定する安国を,チンパンジーを被鹸体と

して分析した｡

4)チンパンジーにおける心的回転8)

室伏靖子 ･松沢哲郎 ･藤田和生

チンパンジーに回転した同じ図形を選ぶことを

訓練し,その反応潜時と回転角度の関係を分析す

ることから,彼らの ｢JCh的イメージ｣の操作能力

1)1987年4月から9月まで非常勤講師｡10月1

日付で助手に採用｡

2)浅野俊夫(愛知大 ･教養)との共同研究｡

3)大学院生｡

4)浅野俊夫 ･山本淳一 (国立伊東温泉病院看誕

学校 )との共同研究｡

5)浅野俊夫 ･山本浮-との共同研究｡
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